
ソフトリカバルーンは高い弾性を持ち、割れにくい特殊中空
バルーンを使用しております。
写真のような特殊中空バルーン配合によって、効率的に
断熱層を形成し、室温が外気の影響を受けにくくなります。

断熱可とう形改修塗材Ｅ

塗装（壁）による省エネの提案

ソフトリカバルーン

ソフトリカバルーン

水系ファインコートシリコン
主材：16kg 清水：0.8 ～ 1.6Ｌ

多孔質ローラー

ウールローラー
はけ　等

1～３

２

16 以上
工程内 5以上

工程内 5以上

12 ～ 24 ㎡ /12kg
0.5 ～ 1.0kg/ ㎡

45 ～ 64 ㎡ /16kg
0.25 ～ 0.36kg/ ㎡

断熱性能

断熱工法

断熱性試験 試験方法試験方法

他素材の熱伝導率
ALC：0.17W/(m･K)。アクリル塗膜：0.33W/(m･K)。普通コンクリート：1.6W/(m･K)。（ ）

ソフトリカバルーンと一般可とう形改修塗材を塗布したスレート板に、それぞれ
５０ｃｍの距離から赤外線ランプ（100Ｖ125Ｗ）を照射し、裏面の温度を測定
しました。　注）ソフトリカバルーンの塗付量は１kg/ ㎡（厚み 1mm)とした。

断熱性試験

裏
面
温
度

時間

時間が経過するに伴い、スレートの裏面温度の差が
大きくなっています。つまり、ソフトリカバルーンを
施工すると、断熱層が形成されるため、スレート表面
の上昇変化を抑えることがわかります。

主材：12kg　清水：0.4 ～ 0.65Ｌ

多孔質
ローラー
塗り

吹付け ソフトリカバルーン リシンガン
口径：4~6mm
吹圧：0.5 ～ 0.6MPa

1 ～３
16 以上

工程内 5以上
12 ～ 24 ㎡ /12kg
0.5 ～ 1.0kg/ ㎡主材：12kg　清水：0.4 ～ 0.65Ｌ

１．施工用具・条件は代表的なものです。
２．間隔時間・所要量の値は標準的なものです。施工方法・器具、被塗物の形状、素地の状態、施工条件により各々多少の幅を生じることがあります。
３．所要量の確認は塗見本との比較または単位体積当たりの使用量で確認して下さい。
４．塗付量は刷毛又はローラー施工の場合で所要量の 80 ～ 90％、吹き付け施工の場合で所要量の 60 ～ 70％を目安にして下さい。
５．断熱性能は塗付量により異なります。一般の断熱材よりも厚みが薄いため簡易断熱となります。室内の断熱性を十分に確保する用途には向いていませんのでご注意下さい。
６．吸込みのある下地には「キクスイ　プライマー　スーパーＥ」を塗付してから施工して下さい。
７．厚塗りを行う場合は十分に乾燥させてから次の工程に移ってください。主材が未乾燥な状態で上塗りを施工すると膨れの原因になります。

( 注 )
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断熱 高日射反射工法

断熱 遮熱

ヒートアイランド対策
ヒートアイランドとは、特に都市部が高温になる現象です。
高温により住民の生活や健康にも影響を及ぼす可能性が有り、
対策を行わなければいけない問題のひとつです。人口の集まる地域では
ヒートアイランド現象が起こる可能性があります。

ソフトリカバルーン内部に存在する
特殊中空バルーンにより熱伝導率
が下がり、外からの熱が室内に
入りにくくなります。

アドマクールペイントは、
一般の日射反射塗料とは違い
極めてシャープな粒度分布を
持つ特殊遮熱顔料を使用して
いるので、効果的に太陽の輻射
エネルギーを反射します。

日射反射率塗料は「アドマクールペイント」「水系ファインコートシリコン遮熱」の他に「リフレクールペイント（基準色４色）」もございます。
「アドマクールペイント」「リフレクールペイント」の光沢は半艶、「水系ファインコートシリコン遮熱」は艶有です。
「アドマクールペイント」の屋根仕様は、別途ございます。

ソフトリカバルーン

アドマクールペイント
主材：16kg 清水：0.8 ～ 1.6Ｌ

多孔質ローラー

ウールローラー
エアレススプレー
はけ等

1～３

２

16 以上
工程内 5以上

工程内３以上

12～ 24 ㎡ /12kg
0.5 ～ 1.0kg/ ㎡

45 ～ 64 ㎡ /16kg
0.25 ～ 0.36kg/ ㎡

主材：12kg　清水：0.4 ～ 0.65Ｌ

多孔質
ローラー
塗り

吹付け ソフトリカバルーン リシンガン
口径：4~6mm
吹圧：0.5 ～ 0.6MPa

1 ～３
16 以上

工程内 5以上
12 ～ 24 ㎡ /12kg
0.5 ～ 1.0kg/ ㎡主材：12kg　清水：0.4 ～ 0.65Ｌ

１．施工用具・条件は代表的なものです。
２．間隔時間・所要量の値は標準的なものです。施工方法・器具、被塗物の形状、素地の状態、施工条件により各々多少の幅を生じることがあります。
３．所要量の確認は塗見本との比較または単位体積当たりの使用量で確認して下さい。
４．塗付量は刷毛又はローラー施工の場合で所要量の 80 ～ 90％、吹き付け施工の場合で所要　量の 60 ～ 70％を目安にして下さい。
５．断熱性能は塗付量により異なります。一般の断熱材よりも厚みが薄いため簡易断熱となります。室内の断熱性を十分に確保する用途には向いていませんのでご注意下さい。
６．吸込みのある下地には「キクスイ プライマー スーパーＥ」を塗付してから施工して下さい。
７．厚塗りを行う場合は十分に乾燥させてから次の工程に移ってください。主材が未乾燥な状態で上塗りを施工すると膨れの原因になります。

( 注 )

水系ファインコートシリコン遮熱
主材：16kg 清水：0.8 ～ 1.6Ｌ

２ 工程内５以上 45～ 64 ㎡ /16kg
0.25 ～ 0.36kg/ ㎡

ウールローラー
エアレススプレー
はけ等

荷　姿 ＜主材＞ソフトリカバルーン　NET 12kg/ 缶 ＜上塗材＞水系ファインコートシリコン　　　NET 16kg/ 缶
　　　　　アドマクールペイント　　　　　　NET 16kg/ 缶
　　　　　水系ファインコートシリコン遮熱　NET 16kg/ 缶

ソフトリカバルーン アドマクールペイント

052-300-2222(代）

●このパンフレットは２０２２年１１月の情報により作製しております。
●このパンフレットに掲載の製品は、予告なしに仕様や取り扱いを変更することがあります。
●諸官公庁等の特記仕様がある場合は、それを優先して下さい。 vol.14-1

仙   台本　社 022-706-5710

名古屋

東   京 03-3981-2500

0568-69-5200

06-7668-5320大   阪

福   岡 092-433-6262

施工上の注意事項及び安全衛生上の注意事項をご確認の上、施工ください。

各製品ごとの注意事項については、ダウンロードサイトよりご確認ください。

注意点 ダウンロードサイト
掲載製品を取り扱う際は、各製品のＳＤＳ及び

標準施工仕様書をご確認ください。


